
境
河
岸
の
繁
栄
と

利
根
川
水
運

古
河
歴
史
博
物
館
運
営
協
議
会

委
員

忍
田
直
哉

今
年
も
温
暖
化
の
影
響
で
？

九
州
や
四
国
で
洪
水
が
発
生
し

コ
ロ
ナ
禍
に
追
い
打
ち
を
掛
け

る
よ
う
に
災
害
が
発
生
し
て
い

て
。
河
川
の
洪
水
対
策
が
声
高

に
叫
ば
れ
て
い
る
。
河
川
と
言
え
ば
阪
東

太
郎
の
愛
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
利
根
川
が

私
達
の
地
域
に
も
流
れ
て
い
る
。
今
回
は

念
で
あ
り
ま
す
が
こ
の
よ
う
な
状
況
の

そ
の
歴
史
の
一
端
を
紐
解
い
て
み
た
。

た
め
と
、
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

今
か
ら
約
四
百
五
十
年
前
、
境
町
の
利

で
ご
ざ
い
ま
す
。

根
川
河
畔
に
東
北
地
方
や
北
関
東
か
ら
送

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
平
成
二
十
九

ら
れ
て
き
た
年
貢
米
や
生
活
物
資
を
大
消

、

年
度
会
長
に
就
任
し
、
早
く
も
四
年
を

費
都
市
の
江
戸
に
船
舶
で
輸
送
す
る
た
め

迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も

の
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
た
境
河
岸
が
築
か

偏
に
諸
先
輩
は
じ
め
、
第
十
九
地
区

れ
た
。
当
時
の
幕
府
は
境
河
岸
を
全
国
の

暑
さ
厳
し
き
折
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ

（
八
俣
区
長
会
）
各
行
政
区
長
の
皆
様

河
岸
の
中
で
も
大
要
衝
と
位
置
づ
け
大
い

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

地
域
の
皆
様
の
ご
指
導
の
賜
も
の
と
心

に
繁
栄
し
た
の
で
あ
る
。

日
頃
よ
り
八
俣
ふ
き
の
芽
会
の
運
営
に
つ

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
就
任
時
、

境
河
岸
か
ら
年
貢
米
や
生
活
物
資
、
さ

き
ま
し
て
は
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

「
子
供
達
に
日
本
一
の
ふ
る
さ
と
を
」

ら
に
旅
人
な
ど
を
乗
せ
て
江
戸
ま
で
往
来

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

と
目
標
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
目

す
る
た
め
高
瀬
船
の
出
現
で
あ
る
。

さ
て
、
例
年
地
域
の
皆
様
に
多
大
な
る
ご

標
に
向
か
っ
て
一
意
専
心
邁
進
出
来
る

高
瀬
船
は
帆
を
張
り
利
根
川
を
上
流
に

協
力
を
い
た
だ
き
開
催
し
て
ま
い
り
ま
し
た

よ
う
務
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

向
か
っ
て
少
し
上
り
、
分
岐
点
か
ら
江
戸

八
俣
ふ
き
の
芽
会
行
事
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

結
び
に
、
現
在
も
各
地
で
感
染
者
が

川
に
入
り
、
関
宿
の
関
所
で
積
み
荷
の
検

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
な
り

確
認
さ
れ
心
配
で
す
が
、
皆
様
と
と
も

査
を
受
け
、
通
行
証
を
貰
い
南
へ
下
っ
た

ま
し
た
。
春
の
新
春
ふ
き
の
芽
一
座
に
よ
る

に
感
染
し
な
い
、
さ
せ
な
い
と
、
感
染

江
戸
川
の
行
徳
を
通
り
隅
田
川
を
少
し

お
芝
居
を
は
じ
め
、
住
民
オ
ン
ス
テ
ー
ジ
、

防
止
対
策
を
徹
底
し
、
「
新
し
い
生
活

上
る
と
江
戸
の
両
国
、
日
本
橋
に
到
着
す

今
年
度
の
予
定
行
事
で
あ
り
ま
し
た
楽
し
く

様
式
」
を
日
常
生
活
に
取
り
入
れ
て
ま

る
。
高
瀬
船
が
江
戸
に
行
く
た
め
に
要
し

踊
れ
る
盆
踊
り
の
八
俣
ふ
き
の
芽
ま
つ
り
、

い
り
ま
し
ょ
う
。
今
後
と
も
ご
支
援
ご

た
時
間
は
約
二
十
四
時
間
。
境
河
岸
に
戻

そ
し
て
令
和
元
年
度
定
期
総
会
（
書
面
決
議

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い

る
に
は
、
倍
の
四
十
八
時
間
を
要
し
た
と

に
て
各
議
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
）
楽
し
み
に

申
し
上
げ
ま
す
。

い
う
。
江
戸
川
を
下
っ
て
江
戸
に
向
か
う

し
て
お
り
ま
し
た
行
事
が
中
止
と
な
り
、
残

八
俣
ふ
き
の
芽
会

会
長

小
林
浩
二

時
に
は
舵
を
う
ま
く
操
っ
て
進
み
、
江
戸

か
ら
の
帰
り
に
は
二
人
の
水
夫
が
竹
竿
を

肩
に
あ
て
が
っ
て
漕
ぐ
。
運
良
く
自
然
の

力
が
味
方
し
て
「
い
な
ぎ
」(

南
東
の
風)

が
吹
い
た
時
は
帆
を
張
っ
て
風
の
力
を
利

用
し
て
運
行
で
き
た
の
で
あ
る
。

又
、
幕
府
が
創
設
し
た
河
岸
問
屋
は
問

屋
手
船
や
旅
籠
業
、
仲
買
問
屋
な
ど
を
兼

業
し
村
の
名
主
も
務
め
た
。

境
河
岸
問
屋
は
先
祖
が
室
町
幕
府
最
後

の
将
軍
、
足
利
義
昭
に
仕
え
て
い
た
と
言

わ
れ
る
青
木
兵
庫
家
と
、
戦
国
時
代
に
武

田
信
玄
、
勝
頼
、
と
二
代
に
渡
っ
て
仕
え

て
い
た
内
藤
修
理
進
を
先
祖
と
し
て
い
る

小
松
原
五
衛
家
の
二
軒
で
あ
っ
た
。

内
藤
修
理
進
の
子
孫
が
境
に
移
住
し
て

来
た
の
が
寛
永
年
間
と
伝
わ
っ
て
い
る
。

い
つ
の
時
代
も
人
々
の
生
活
と
川
の
繋

が
り
は
切
り
離
せ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、

「
水
を
制
す
る
も
の
は
天
下
を
制
す
る
」

と
い
う
言
葉
が
今
更
な
が
ら
大
き
く
胸
に

刺
さ
っ
て
く
る
。
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Fax 0280-78-2429

第281号

「ふきの芽」は毎月下旬に八俣小学校区、約2,500世帯に配布されます

ふ き の 芽

ふ
き
の
芽

青紫の桔梗が梅雨空の下、花開き人々
の心に潤いを与えてくれていた
長梅雨の晴れ間が覗いた日に、花好きで知られる、

山田の某酒店の女将さんを訪ねた。珍しい花は咲いて
いないかい、と尋ねると、う～ん珍しいキキョウが咲い
ているよ！と、袋咲き(写真上左)と八重咲き(写真右)
のキキョウを見せてくれた。その間に咲くピンク色のツ
ルバキア(写真右下)もなかなかだよと、いつもの笑顔
が返ってきた。漢名の桔梗を音読みしキキョウとして古
くから日本人に親しまれてきたこの花は、6～9月に咲
き、万葉集の中で秋の七草「朝貌の花」として詠まれて
いる。近年、山野では個体数が減少して、絶滅危惧種に
指定されている。キキョウ科キキョウ属 原産地 日
本、中国、東アジア 紫色の桔梗の花言葉は「気品」。

2020年 7月25日

令和元年度 事業報告 令和2年

5月26日 定期総会 改善センター 2月23日～ ふきの芽一座準備

5月～ 八俣小立哨あいさつ運動 3月1日 ふきの芽一座公演中止

7月～ ふきの芽まつり準備・練習 6月13日 役員会 総会準備

8月31日 ラブユーふきの芽まつり開催 会計監査

9月2日 八俣小避難訓練に参加 定期総会はコロナ対策で書面に

10月26日 八俣小まつり模擬店出店 よる承認を実施

令和2年事業計画
6月 総会及びふきの芽まつりはコ

ロナ対策で中止
6月～ 八俣小、立哨・あいさつ運動
6月～ 19地区、防災活動を支援
3月7日 ふきの芽一座公演 開催
コロナ対策のため各事業については
臨機応変に対応するものとする。

新
し
い
生
活
様
式
の
も
と

一
致
団
結
し
前
進
を
！

八俣ふきの芽会

小林浩二 会長

クリーンアイ



月

日
午
前

時
か
ら
十
九
地
区
行
政
自
治

6

28

8

会
で
定
例
の
廃
品
回
収
を
八
俣
小
学
校
校
庭
で
行

っ
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
特
に
開
始
時
刻

に
は
土
砂
降
り
状
態
で
あ
っ
た
が
、
各
行
政
区
の

役
員
さ
ん
は
カ
ッ
パ
に
長
靴
の
完
全
装
備
で
新
聞

紙
や
空
き
缶
を
ト
ラ
ッ
ク
に
満
載
し
て
運
び
込
ん

で
い
た
。

尚
、
八
俣
小
学
校
で
は

人
の
先
生
方
も
参
加

12

し
廃
品
回
収
を
手
伝
っ
た
。
校
内
か
ら
も
不
要
に

な
っ
た
本
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
な
ど
を
運
び
出
し
廃

品
回
収
に
協
力
し
て
く
れ
た
。

当
日
の
収
益
金
は
七
万
六
百
十
円
と
な
り
、
全

額
を
八
俣
小
学
校
に
寄
付
さ
れ
た
。

写
真
上
は
、
空
き
缶
が

大
型
ト
ラ
ッ
ク
に
満
載

状
態
に
。

写
真
左
は
強
い
雨
の
中
、

廃
品
を
回
収
車
に
積
み

替
え
る
各
行
政
区
の
役

員
さ
ん
達
。

八
俣
小
の
先
生
方
も
協

力
し
て
の
積
み
替
え
作

業
は
順
調
に
終
え
る
こ

と
が
出
来
た
。

第 281号

広告の掲載申し込及びお問い合わせは、ふきの芽会事務局員へ

ふ き の 芽2020年 7月25日

雨にも負けずコロナにも負けず
19地区行政自治会 廃品回収 収益金70,610円は八俣小へ

写真上・八俣小学校の職員室はご覧のように
コロナ対策でビニールの衝立を設置するなど万
全の対策で臨んでいる。児童の安全確保に向
けた職員の皆様の努力に頭が下がります。

古
河
市
コ
ミ
協

本
年
度

視
察
研
修
・

講
演
会
中
止
に

月

日
、
中
央
公
民
館
で
古
河
市
コ
ミ
ュ
ニ

7

10

テ
ィ
推
進
協
議
会
、
会
長
会
議
が
開
か
れ
た
。

そ
の
中
で
、
今
後
の
活
動
計
画
が
話
し
合
わ
れ

予
定
し
て
い
る
、
視
察
研
修
・
後
期
研
修
会
に
つ

い
て
は
今
年
度
は
中
止
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

そ
の
他
、
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
作
成
や
生
活
支
援
体
制
に
お
け
る
支
え
合
い
、

助
け
合
い
の
地
域
づ
く
り
な
ど
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
い
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍

が
及
ぼ
す
影
響
に
各
会
長
と
も
困
惑
し
て
い
た
。

ひばりくん防犯メール 【県警からのお知らせ】

【夏の犯罪抑止活動推進中！】
（７月１８日～８月１６日）

●防犯は、鍵かけ 声かけ 心がけ！

●茨城県内の泥棒被害の５割が、鍵をかけて
いない玄関や窓から侵入されています。

●これらの犯罪は、殺人や強盗などの凶悪事
件に発展する危険性もありま
す。

●就寝時や短時間の外出でも
必ず鍵をかけるなど、今一度
防犯対策を 確認し、被害を
未然に防ぎましょう。

八俣小の子ども達は夏休みもお盆を除いて登
校します。地域の皆さんの「目配り」をよろしくお
願いします。 みんなで八俣を護り隊

十
九
地
区

全
行
政
区
が

力
を
合
わ
せ
て
廃
品
回
収

子ども達に日本一のふるさとを！八俣ふきの芽会

い
き
い
き

活
粋
や
ま
た


